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HSBC 投信、満期固定型投信の第二弾 

「HSBC グローバル・ターゲット利回り債券ファンド 2020－07（限定追加型）」を 

個人投資家向けに設定 

HSBC 投信株式会社は、近年、海外でニーズが⾼まる満期固定型ファンドの第二弾となる「HSBC 

グローバル・ターゲット利回り債券ファンド 2020－07（限定追加型）」（以下、「当ファンド」と言いま

す。）を 7 月 31 日に個人投資家向けに設定することを発表しました。今年 3 月に設定した第一弾に 

続き、日本においても高まる投資家ニーズにお応えするものです。株式会社三井住友銀⾏、株式会社

千葉銀⾏、第四北越証券株式会社、三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社が 7 月 1 日から取

扱いを開始します。 

当ファンドは、「期間が決まっているもので資⾦を運⽤したい」、「安定性を重視しながらお⾦を増やした

い」、「大きな変動を避けたい」などのお客様のご要望に対応したファンドです。投資対象は、世界各国

（日本を含む）の企業等が発⾏する債券で、信託期間は 4 年です。外貨建資産については、約 4 年

の期間固定で対円での為替ヘッジを⾏うことにより、償還までのヘッジコストを安定化させ、為替変動の影

響を回避します。当初申込期間は、7 月 1 日から 7 月 30 日までとなり、7 月 31 日に設定します。その

後は、期間限定で 8 月 7 日までは時価での購入が可能となります注 1）。 

当ファンドの最大の特徴は、投資対象となる債券が全て当ファンドの信託期間 4 年以内に償還する債券

に投資する点です。債券は、一般的に額⾯で発⾏され、定期的に利息を受け取り満期時は額⾯で戻る

特徴があり、満期が近づくと価格の変動が小さくなります。このような特性を生かし、投資する債券は基本

的に満期まで保有することで、額面で満期を迎えることとなります。 

このようなファンドは、近年海外でのニーズが高まっており、HSBC グローバル・アセット・マネジメントではアジ

アや欧州等における同種のファンドの設定額は約 11 兆円注 2）に上ります。 

HSBC投信は、今後もお客様の需要に応じた投資信託やサービスをご提供して参ります。  

注記︓

1. 三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社でのお申込期間は当初申込期間のみとなります 

2. 個人投資家、機関投資家を含む。1 米ドル＝106.94 円（2020 年 4 月末現在）で換算 

次頁に続く



ファンドの特色

市場動向やファンドの資⾦動向等によっては、上記のような運⽤ができないことがあります。

次頁に続く 



※三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券株式会社でのお申込期間は当初申込期間のみです。 

データ等は過去の実績あるいは予想を⽰したものであり、将来の成果を⽰唆するものではありません。市況動向やファンドの資⾦動向等によ

っては、上記のような運用ができないことがあります。 



データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するものではありません。市況動向やファンドの

資⾦動向等によっては、上記のような運⽤ができないことがあります。



注記︓
HSBC グループ 
HSBC グループの持株会社である HSBC ホールディングス plc は英国・ロンドンに本部を置いています。HSBC グループ
は、ヨーロッパ、アジア・太平洋、南北アメリカ、中東、北アフリカにまたがる 64 の国と地域でお客様にサービスを提供し、2 
兆 9,180 億米ドル（2020 年 3 ⽉末現在）の総資産を持つ、世界有数の⾦融グループです。

HSBC グローバル・アセット・マネジメント 
HSBC 投信株式会社が属する HSBC グローバル・アセット・マネジメントは、個人・事業法人・機関投資家に投資ソリューシ
ョンを提供する、HSBC グループにおける資産運用部門の総称です。HSBC グローバル・アセット・マネジメントは 25 の国と
地域に拠点を持ち、それぞれのマーケットを深く理解している国際的なネットワークを活かして、お客さまにグローバルな投資機
会を提供しています。HSBC グローバル・アセット・マネジメント全体の運用資産は約 4,830 億米ドル（2020 年 3 月末
現在）です。 

関連するファンドに関わる事項 
投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象としており、当該資産の市場における取引価
格の変動や為替の変動等により、基準価額が変動し損失が生じる可能性があります。従いまして、投資元本が保証されて
いるものではありません。投資信託は、預⾦または保険契約ではなく、預⾦保険機構または保険契約者保護機構の保護の
対象ではありません。また、登録⾦融機関でご購⼊の投資信託は、投資者保護基⾦の保護の対象ではありません。購⼊の
申込みにあたりましては「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」および「契約締結前交付書⾯（⽬論⾒書補完書⾯
等）」を販売会社からお受け取りの上、十分にその内容をご確認いただき、ご自身でご判断ください。 

当ファンドの主なリスク 
当ファンドは、主に値動きのある外国の有価証券を実質的な投資対象としますので、組入有価証券の価格変動あるいは外
国為替の相場変動次第では、当ファンドの基準価額が下落し、投資者の皆さまの投資元本を割り込むことがあります。当フ
ァンドの運⽤による損益はすべて投資者の皆さまに帰属します。当ファンドの主なリスクには、①⾦利変動リスク、②信⽤リス
ク、③為替変動リスク、④流動性リスク、⑤カントリーリスク等があります。ただし、基準価額の変動要因は、これらに限定され
るものではありません。 

当ファンドの費用 

投資者が直接的に負担する費用

購⼊時⼿数料

購入時にご負担いただきます。 

購⼊⾦額に、 2.20％（税抜 2.00％）を上限として、販売会社が

個別に定める率を乗じて得た額とします。

商品内容の説明ならびに購入手続

き等にかかる費用 

信託財産留保額
換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額に 0.30％の率を乗じて得

た額（換⾦時）

換⾦される投資者に換⾦で⽣じるコ

ストを一部負担していただくものです。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運⽤管理費⽤

（信託報酬）  

年 0.968% 

（税抜年 0.88%）

ファンドの⽇々の純資産総額に信託報酬率を乗じて得た額とします。ファンドの信

託報酬は、日々計上され、ファンドの基準価額に反映されます。なお、毎計算期末

または信託終了のとき、ファンドから⽀払われます。

 （委託会社） 税抜年 0.45％ ファンドの運用等の対価（運用委託先への報酬が含まれます。） 

 （販売会社） 税抜年 0.40％ 
分配⾦・換⾦代⾦の⽀払い、運⽤報告書等の送付、⼝座内でのファンドの管理

等の対価 

 （受託会社） 税抜年 0.03％ 運⽤財産の管理、委託会社からの運⽤指図の実⾏等の対価

その他費⽤・⼿数料

ファンドの保有期間中、その都度ファンドから⽀払われます。

 有価証券売買委託⼿数料／保管銀⾏等に⽀払う外貨建資産の保管費⽤／信託財産に関する租税、

信託事務処理に要する費⽤等

 振替制度にかかる費⽤／印刷業者等に⽀払う法定書類の作成、印刷、交付および届出にかかる費⽤

／監査法人等に支払う監査報酬等 

（純資産総額に対し上限年 0.20％として日々計上され、ファンドの基準価額に反映されます。なお、毎

計算期末の最初の 6 ヶ⽉終了⽇、毎計算期末または信託終了のとき、ファンドから⽀払われます。）

その他費⽤・⼿数料は、運⽤状況等により変動するため、事前に料率等を記載することができません。

※ファンドの費⽤の総額については、投資者のファンドの保有期間に応じて異なるため、表記できません。

＜当資料のお取扱いにおけるご注意事項＞
当資料は、HSBC投信株式会社（以下、当社）が情報提供を⾏う⽬的で作成したものであり、法令に基づく開⽰資料で
はありません。当資料は信頼に⾜ると判断する情報に基づき作成していますが、その正確性を保証するものではありません。ま
た、当社は、当資料に含まれている情報について更新する義務を⼀切負いません。
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